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桜の花も散りこれからは藤の花が山々に咲き楽しませてくれます。私の母は昨年102歳になりました。

兄と２人で生活しているのですが、兄が友人仲間10人と一泊旅行に行きました。その間、私が担当して

代わりに母が免許を取りに行きました。その後、母の運転で父のナビ役を二十数年、２人で楽しんで

いました。ある時夜吹田の高速道路の料金所で支払う時に「今日はよく頑張ったね！」と料金所のおじさん

に言われたそうです。その時、走行距離が500キロを超えていたそうです。

それを聞いた時に「やはり母は若い時はお転婆さんやった」と確信しました。

朝ご飯、晩ご飯を一緒に食べました。いまだに食卓まで歩行器を押して食べに来るのですが、母と昔話を

しました。父親が運転免許証を取りに行って1日で「あんな偉そうに言われてもう行かん」と言い出し

段差を下がる際や下り坂では
後ろ向きになり後方を確認しながら
ゆっくり後退します。

※いずれの場合も通行時は乗っている方へ「○○を通ります」等の声掛けをしてあげましょう。

※危険な箇所は回避可能なら出来る限り回避することを推奨します。

日頃より、弊社福祉用具レンタルをご利用いただきましてありがとうございます。

先月のメディカルニュースにアンケートはがきを同封させていただきました。

多くのご意見を皆様と共有させていただき、より良いサービスの向上に役立てて参ります。

今月からご利用のお客様の中でご意見ご感想等がございましたら、ご連絡いただければ幸いです。
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わたしのつぶやき

車いすの危険箇所での対応について

アンケート実施のお願い

春も本格化し気候も暖かくなりましておでかけの機会も増えるかと思いますが
今回は車いすでの外出時などにおける危険な箇所での通行時の対応について取り上げます。

◎悪路の走行 ◎段差越え(上がる時) ◎段差越え(下がる時)＆下り坂
前輪が引っ掛かると転倒のおそれのあ
る凸凹道や砂利道などでは
後輪側のティッピングレバーを踏んで
前輪を浮かせて走行します。

段差を上がる際も後輪側のティッピング
レバーを踏んで前輪を浮かせて段上に
乗せてから乗り越えます。

踏む 踏む

前輪を浮かせて走行 前輪を浮かせて乗せる

（協力企業 株式会社あいであい）
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